
資料２－②様式第２号 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　２３　年度　市 民 参 画 計 画 書

１　参画の対象について記入してください。

２　選択した市民参画の方法について記入してください。

【【【【目的目的目的目的】】】】花巻市が行う老人居宅生活支援事業及び老人福祉施設による事業の供給体制の確保に関する実施計画並びに介護保険事業に係る保険給付の円滑な実施を図るための実施計画
を策定する。
【【【【内容内容内容内容】】】】(1)老人福祉事業の量の目標　(2)老人福祉事業の量の確保の方策　(3)老人福祉事業の供給体制の確保に必要な事項　(4)介護給付等対象サービスを提供する施設の整備状況
やサービスの種類ごとの見込量と確保のための方策　(5)地域支援事業に要する費用や同事業の見込量と確保のための方策　(6)介護保険に係る保険給付の円滑な実施を図るための事
業等
【【【【区分区分区分区分】】】】基本計画　　　【【【【計画期間計画期間計画期間計画期間】】】】平成24年度～平成26年度　　　【【【【関係法令関係法令関係法令関係法令】】】】老人福祉法及び介護保険法により市町村計画を策定することとされている。

12月上旬から下旬（1ヶ月間） 時　期
及び

回　数

方法①

花巻市高齢者いきいきプラン（高齢者保健福祉計画・第５期介護保険事業計画）パブリックコメント

パブリックコメントの実施

担当部署：長寿福祉課

介護保険運営協議会での審議

担当者：髙橋　和廣　　　　内線（５９６）

7月・8月・10月・1月頃に４回実施する。

その他適切と判断される方法

方　法や
時　期を
選択した

方　法や
時　期を
選択した

対象の内容

市の基本構想、基本計画その他の基本的な事項を定める計画の策定又は変更

時　期
及び

回　数

花巻市高齢者いきいきプラン（花巻市高齢者保健福祉計画・第５期介護保険事業計画）対象の名称

方法②

名　称名　称

対象区分

介護保険運営協議会の委員は、学識経験者、医療、介護保険施設、公募一般市民で
構成されており、介護保険計画を審議・諮問する組織であることから、計画案の骨
子をこの協議会で組み立てることとする。基本的指針素案策定後の７月及び８月。

多くの市民が意見を述べやすい方法として選択した。
時期については、国の示すスケジュールに沿って、10月以降に介護サービスの見込
量と保険料の仮算定を行うことから、12月からとする。

３　計画・条例等の全体スケジュール

保険料等の仮算定

２月 ３月

県との調整 議会報告 条例改正 実施

４月１２月 １月

周知

６月 ７月 ８月

方
法
①

方
法
②

意見整理パブコメ実施 結果公表

素案協議

対象者
(対象
地域)

周知方法
及び

時　期

素案協議 最終案協議保険料含めた素案協
議

９月 １０月

ニーズ調査実施

１１月

開催日の２週間以上前に開催通知を送付する。

対象者
(対象
地域)

広報はなまき11月15日号及び市のホームページに掲載し周知する。
素案については、当課、行政情報センター、各総合支所地域振興課、各振興セン
ター、まなび学園、各保健センター及び各市立図書館に備え付けるとともに、市の
ホームページに掲載する。

策
定
等

選択した
理由

選択した
理由

関係団体からの意見聴取による課題の整理・分析、サービス見込み量の設定

５月３月 ４月

子をこの協議会で組み立てることとする。基本的指針素案策定後の７月及び８月。
国の示す指針により、介護サービスの見込み量と保険料が仮算定できる10月下旬。
パブコメの意見が整理見込みの１月下旬とする。

周知方法
及び

時　期

介護保険運営協議会委員の構成メンバーである学識経験者、医療、介護保険施設、
公募一般市民とする。

全市民を対象として実施する。

量と保険料の仮算定を行うことから、12月からとする。

②

議



資料２－②市民参画・協働推進職員チーム評価内容

検討の余地があるとした項目と理由

市民参画・協働推進委員会評価内容

検討の余地があるとした項目と理由

●評価後に記入　　反映したことや反映しなかった場合の理由を記入してください。

総合評価

総合評価

　

反映した内容とその理由

　

　周知方法 検討の余地あり

　周知時期

 適切である

　方　法

　時　期

　対象者（対象地域）

　周知方法 検討の余地あり

　周知時期

 適切である

　方　法

　時　期

　対象者（対象地域）

反映しなかった内容とその理由


